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朝夕の冷え込みが増し、秋の深まりを感じる 11月となりました。日中は過ごしやすい日もありますが、寒暖

差が大きく、体調を崩しやすい時期です。手洗いなどの感染予防を心がけ、元気に過ごしていきたいですね。   

今月も、さまざまな遊びや活動を通して、子どもたちが「楽しい！」「やってみたい！」と思える時間を大切にし

ながら、笑顔いっぱいに過ごしていきたいと思います。 

 

 

 

～ 11月の主な予定 ～              
 
＜親子バス遠足（名古屋レゴランド）について＞ 
１１月２８日（土）は親子バス遠足です。ぜひ皆さんご参

加ください。参加される方は、１１月１0日（火）までに申込

書と参加費をご提出ください。 

 

＊１１月の間、中京学院大学看護学部の学生さんが見学

実習に入ります。指導の様子等を見学されます。 

よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 4日（水） 放課後等デイサービス 

11日（水） 放課後等デイサービス 

18日（水） 
ことばの相談 

放課後等デイサービス 

25日（水） 
ペアレントトレーニング 

放課後等デイサービス 

28日（土）     親子バス遠足 

ぽ け っ と だ よ り 11月号 

＜ ぽけっとクリスマス会のお知らせ ＞ 
   

今年度も 2日間に分けてのクリスマス会を開催します。出し物やプレゼントタイムなどを行い、みん

なでクリスマスを楽しみたいと思います。（時間は、午後 1時半～3時頃を予定しています。 詳細は

後日お知らせします。） 

 

◎12月 17日（木）・・指導日が月・木グループ  ◎12月 18日（金）・・指導日が火・金グループ 

 

※クリスマス会では、子どもたちが普段の指導の中で取り組んでいる様子を、スライドショーにして

ご紹介する予定です。そのため、指導中にお子さまの写真を撮影させていただくことがあります。 

撮影を希望されない場合は、お手数ですが担当職員にお申し出ください。皆さまのご理解とご協

力をよろしくお願いいたします。 



 
＜保護者学校見学のお知らせ＞                      

 

就学に向けた取り組みの一環として、小学校の見学を実施いたします。 

見学を希望される方は、別紙の希望調査票にご記入のうえ、担当職員までご提出ください。 

見学の日程等の詳細につきましては、ご希望を確認・調整したうえで、後日改めてお知らせいたします。 

※対象は、現在、年中児のお子さまをお持ちの保護者の方です。 

 

 

 

           

電車に乗ってお出かけ！わくわく体験学習 

 

10月後半、3歳以上児を対象に、グループごとに電車に乗る体験学習を行いました。

今回の活動では、電車に乗る経験を通して公共交通機関の利用方法やマナーを知るこ

と、自分でおやつを選んで購入する経験を通して買い物の仕方を学ぶこと、そして友だ

ちと一緒に行動する楽しさや大切さを感じることをねらいとしました。 

 

瑞浪駅から恵那駅まで電車に乗り、恵那駅に到着すると、コンビニで自分のおやつを選んで購入しまし

た。その後、買ったおやつを食べてひと休みし、再び電車に乗って瑞浪駅へ戻りました。 

約 1時間半の体験でしたが、子どもたちにとっては、いつもとは違う景色を眺めながら電車に乗ったり、自

分でおやつを選んで買ったりと、わくわくがいっぱいの大冒険！ 実際に体験することで、電車の中での過ご

し方や買い物の仕方、公共の場でのマナー、自分で考えて行動することなどを学ぶ機会となりました。また、

友だちと一緒に出かける楽しさを味わい、普段の生活ではなかなかできない貴重

な経験をすることができました。 

 

駅では、「黄色の線の内側には入らない」「電車の中では小さな声でお話しす

る」など、事前に約束を確認しました。子どもたちは、ウキウキ、ソワソワしながらも、

職員の話をしっかりと聞くことができました。 

電車の中では、楽しい気持ちから思わず声が大きくなってしまうこともありまし

たが、「お約束なんだったかな？」「アリさんの声でお話ししようね」と声をかける

と、約束を思い出し、声の大きさを意識する姿が見られました。どのグループも、落

ち着いて電車での時間を過ごすことができましたよ。 

 

子どもたちは、このような実体験を通して、さまざまなこと

を学び、少しずつ自信をつけていきます。周囲のペースに

合わせて行動することが苦手な子や、初めての活動や先

の見通しが持ちにくい場面で不安を感じやすい子もいま

す。そのため、一人ひとりに寄り添い、それぞれに合った声

かけや支援を行うことが大切だと考えています。 

 

今後も、子どもたちが安心してさまざまな活動に挑戦し、

一人ひとりのペースで経験を積み重ねていけるよう、活動

内容や関わり方を工夫しながら、学びや成長につながる

機会を大切にしていきたいと思います。 


